
地方募集

血統表クラリティーアイズの21
19,800円　※地方募集馬は競走馬保険の加入はありません　　募集口数：500口【競走馬出資金総額 990万円】一口価格：

2021年2月4日生 │ 鹿毛 │ 道営・佐々木国明廐舎 │ サンバマウンテンファーム生産

Hail to Reason

Cosmah

Understanding

Mountain Flower

Lyphard

Lady Rebecca

Busted

Highclere

Danzig

Razyana

Be My Guest

Push a Button

Northern Dancer

Special

Alydar

My Juliet

Raise a Native

Gold Digger

Nureyev

Pasadoble

トライマイベスト

Mill Princess

Blakeney

The Dancer

Green Desert

Organza

Be My Guest

Dawn Is Breaking

Halo

Wishing Well

ノーザンテースト

シャダイマイン

サンデーサイレンス：S3×M4、Nureyev：S4×M5、Be My Guest：S5×M5

Halo

Wishing Well

Alzao

Burghclere

デインヒル

Offshore Boom

Nureyev

ステラマドリッド

Mr.Prospector

Miesque

ラストタイクーン

Pilot Bird

Desert Style

Morning Welcome

サンデーサイレンス

ダイナシュート

サンデーサイレンス

ウインドインハーヘア

ロックオブジブラルタル

アイルドフランス

Kingmambo

マンファス

バチアー

マストビーラヴド

ディープインパクト
鹿毛　2002

スターアイル
鹿毛　2004

キングカメハメハ
鹿毛　2001

ディマクコンダ
栗毛　2004

ミッキーアイル
鹿毛　2011

クラリティーアイズ
栗毛　2013

牡

※測尺・馬体重はHPで最新情報をご覧ください。

Famiiy
クラリティーアイズ（13 キングカメハメハ）１勝。本馬は第２仔。産駒
レーヌドゥール（20 牝 栗 オルフェーヴル）未出走

ディマクコンダ（04 *バチアー）１勝。産駒
ビップウインク（牝 エイシンフラッシュ）４勝，トリトンＳ，賢島特別，○現 
ラインロバート（牡キングヘイロー）２勝，八代特別
ザウリ（牡ビッグアーサー）１勝，○現
アキトプラズマ（牡 *ハービンジャー）入着，南関東（公）４勝
キエレメムーチョ（騸 *シンボリクリスエス）入着，兵庫（公）２勝，岩手（公）１勝
マジックルーラー（牝 ルーラーシップ）北海道（公）１勝

マストビーラヴド（93 *サンデーサイレンス）３戦。産駒
ラインクラフト：６勝，桜花賞-JPN1，ＮＨＫマイルＣ-JPN1，阪神牝馬Ｓ-JPN2，同４着，フィリーズ
レビュー-JPN2，ファンタジーＳ-JPN3，秋華賞-JPN1 ２着，高松宮記念-JPN1 ２着，ローズＳ
-JPN2 ２着，マイルチャンピオンシップ-G1 ３着，阪神ジュベナイルフィリーズ-JPN1 ３着

フロレンティーノ Florentino：北米４勝，ジェファースンカップＳ-G2，トランシルヴァニアＳ-G3 ３着
アドマイヤロイヤル：７勝，プロキオンＳ-G3，同２着，欅Ｓ-L，同２着，東京ゴールデンプレミアム，

多摩川特別，武蔵野Ｓ-G3 ２着，同３着，同４着，オアシスＳ-L２着，同３着，すばるＳ-L２着，
根岸Ｓ-G3 ３着，同５着，アハルテケＳ-OP３着（３回），岩手・南関東○交入着，マイルチャンピオン
シップ南部杯-JPN1 ３着（２回），同５着，かしわ記念-JPN1 ５着，兵庫（公）１勝

ダイナシュート（82 *ノーザンテースト）４勝，京成杯３歳Ｓ-JPN2，七夕賞-JPN3，新潟３歳Ｓ-JPN3，京
王杯オータムＨ-JPN3 ２着，北九州記念-JPN3 ２着，金鯱賞-JPN3 ３着，新潟大賞典-JPN3 ３着。
産駒
アドマイヤマックス：４勝，高松宮記念-JPN1，富士Ｓ-G3，東京スポーツ杯２歳Ｓ-JPN3，安田記念

-JPN1 ２着。種牡馬
ホーネットピアス：３勝，隅田川特別，桜花賞-JPN1 ３着，４歳牝馬特別（東）-JPN2 ４着。セキショ
ウ（紫苑Ｓ-L）， （公）トーコーヴィーナス（レディスプレリュード-JPN2 ２着），コンノート（関越Ｓ
-L２着）の母

母

祖母

四代母

曽祖母

©上田美貴子

種 牡 馬

ブルードメアサイアー

2歳秋のデビュー2戦目で芝1600ｍの日本レコードを
更新して初勝利を挙げる。その後、ひいらぎ賞、シン
ザン記念、アーリントンCをすべて逃げ切り4連勝をマ
ーク。続くNHKマイルCでも逃げ切りを決め、5連勝
でGⅠ初制覇を果たした。その後はダービーには向か
わず、スプリント～マイル路線を進むことに。5歳秋に
はマイルチャンピオンシップを優勝しGⅠ2勝目。同年の
最優秀短距離馬に選出された。引退し種牡馬入りする
と、持ち前のスピードを産駒に伝え、初年度産駒のメ
イケイエールが小倉2歳Sを優勝し、産駒の重賞初制覇。
ディープインパクト後継として独自の色を出し、馬産地
でも人気を博している。

ミッキーアイル
●2011年生　鹿毛　安平産
●競走成績　日香20戦8勝　最優秀短距離馬
　マイルチャンピオンシップ（ＧⅠ）、NHKマイルC（GⅠ）、
スワンS（GⅡ）、シンザン記念（GⅢ）、阪急杯（GⅢ）

●種牡馬成績　2017年から供用中
●主な産駒　メイケイエール（京王杯スプリングC）、
デュアリスト（兵庫ジュニアGP）、ナムラクレア（函
館スプリントS）

キングカメハメハ
●2001年生　鹿毛　早来産
●競走成績　日本ダービー（GⅠ）、NHKマイルC（G
Ⅰ）、神戸新聞杯（GⅡ）、毎日杯（GⅢ）
●主な産駒／母の父として：デアリングタクト（牝馬三
冠）、ソダシ（桜花賞）、インディチャンプ（安田記
念）、ブラストワンピース（有馬記念）、ワグネリアン
（日本ダービー）／父として：ロードカナロア（安田
記念）、アパパネ（牝馬三冠）、ホッコータルマエ（東
京大賞典）、レイデオロ（日本ダービー）、ラブリー
デイ（天皇賞・秋）

水 上 学 の 血 統 解 説

　本馬の父ミッキーアイルは、自身の現役時と同
様に、芝のマイル以下で走る産駒を多く出してい
る。本馬の牝系からは、桜花賞とＮＨＫマイルＣ
を勝ったラインクラフト、高松宮記念馬で安田
記念2着のアドマイヤマックス、2歳重賞戦線で
活躍したダイナシュートらが出ており、父のスピ
ード適性がより強化される配合と考えられる。
　ただ母クラリティーアイズは、叔父アドマイヤ
ロイヤルと4分の3同血なので、母の血にはダー
ト中距離で一流馬だった叔父と近い適性がある
と推測され、本馬はダートで開花する可能性も
ある。ミッキーアイル産駒はダートでも上級の産
駒を出しており、芝短距離かダートか、あるいは
二刀流になるのか、デビュー後の楽しみが膨ら
む１頭だ。

募集馬番号　7

種牡馬として同期のミッキーアイルとモーリス、ドゥラメンテの産駒を並べてみると、
それぞれに馬体の構造が異なることが一目瞭然でした。ミッキーアイル産駒は胴部
が詰まって映るスプリンター体型、モーリスはマイラー体型、そしてドゥラメンテは
手肢や胴部にも伸びがある中長距離型の体型。ミッキーアイルの産駒には、気性の
激しさも伝わっていましたので、誰がどう考えても短距離のレースで活躍することは
明らかでした。唯一、想定外であったのは、牝馬の産駒が走ったことです。こうし
た気性の激しさを伝える種牡馬の産駒は牝馬が繊細になりすぎて走らないことが多
いのですが、ミッキーアイル産駒の牝馬は気の強さとして芝のスプリント戦での爆発
力につながっているようです。もちろん、母の父ロックオブジブラルタル譲りのパワ
ーが産駒に伝わり、非力になりがちな牝馬の弱点を補完しているという面も見逃せ
ません。ただ牡馬が走らないということではなく、クラリティーアイズの21のように
パワフルな馬体に出た産駒は、ダートで活躍すると僕は考えています。胴部の長さ
はミッキーアイルではなく母父キングカメハメハ譲りですから、レースを重ねるごと
に少しずつ力をつけ、古馬になってからダート中距離の重賞戦線を湧かせてくれる
馬になるのではないでしょうか。

圧倒的なスピードを武器にマイルＧ１を２勝した父の産駒は、父譲りのスピードで芝
ダート問わない活躍を見せています。本馬は胸前、臀部と付くべきところにしっかり
とした筋肉をまとっており、それでいて窮屈さを感じない好馬体に目を引かれます。
歩かせてみても推進力のある力強い歩きで、大地をがっしり踏みしめる様子からは、
地方の深いダートを苦にしないパワフルさが伝わってきます。ホッカイドウ競馬から
スタートする競走生活の向かう先がどこになるのか、期待は膨らむばかりです。

POINT

治 郎 丸 敬 之 の 馬 体 診 断
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